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InOrdertoelucidatetheimplicationofHLA-classIlantigensinthegenesisof

unexplainedreetlrrentabortion.thefrequencyofHI_.A-DRBl,-DQBl,and -DPBl

gpnotypesinpatientswithunelrPlainedrecurrentabol･tionandthecompat､ibilityofthe

genotl,ppsbet･weenpatientCouples＼＼･でreStudiedbyusing polymerasechainreaetion-

restrictionfragmentIenがhpolymoTPhism (PCR-RFLP)me洩od. Twen纏-eightpa-

tientswithunexplainedprimaryrecurrentabortionandtheirhusbandsweretypedfor

HLA-DRBl,-DQBl,and-DPBlgenot.vpes. PolymorphicI･egionsatthespeond

exonofliLAIDRBl.-DQBl,or-DPBIwereselectivelyamplifipd恒L-usingthePCRI

primers.Afteramplification,DNAsweredigestedwithrestrictionendonueleases.and

subjectedtoelectrophoresisina129,.らpolyaerilamidegeltodetermilleeachHLA geno-

types. Inthisstudy,t､hefrequencyofsomegenotypeswassignificantlyhigherinpa-

tientsgroupcomparedwithnormalpopulation.althoughnosignificantcompatibility

ofHLAgenot.vpescouldbeobser＼･pdbetweenpatientcoupleseompal･edwithnormalfeト

tileCouples.ThesedatamayrepresentanewClassTlassociationwit･hthegenesisof

unexplainedrecurrentabortion.

Iteywords:Genot.vpe/HLA-Classn.PeRIRFLP,Recurrentabortion
遺伝子型,HLA クラスⅡ,PCR-RFLP,習慣流産

は じ め に

妊率現象は同種移植の自然成立例 と考えられるが,一

般の移植免疫とは逆に,母体 ‖/シピェン日 の胎児 ･

胎盤系 (移植片)に対する積極的な免疫応答の重要性が

指摘 されている.自然流産を反復する習慣流産ではこの

ような免疫応答の欠如が推察され,このことから患者群

での HLA抗原系の頻度,夫婦間の HLA抗原系の類

似性などが検討 されている.われわれも卓習慣流産症例

と HLA抗原系 との関連性について解析 を行いその一

部はすでに報告を行っている1)2)が,とくに習慣流産

と HLA クラスⅡ抗原系 撒NA タイピング法 により

判定)との関連性について解説する.

対象,方法および結果

初期自然流産を3回以上反復 し,それ以外の妊娠歴の

ないいわゆる原発性習慣流産症例を対象とした.これ ら

の症例について一般的原因検索を行い,原因が不明であ

る習慣流産症例およびその夫28組についてインフォ-ム

ReprintrequeststO:KoichiTAKAKUWA,M.D.
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ドコンセントを得た後,解析を行った,

HLA クラスⅡ抗原 (HLA-D札 -DQ,-DP抗

原)については,東海大学移植学教室の猪予教授 らの報

吉による P('R-RFLPLPolHlleraSPehI.1itlⅠ･eae-

tion-Restrictionrr;･lgmPl-tlengthpot.Vmorphisml

法に従い判定を行った3ト 5),この方法の概略は以下の

とお りである.末棺血 リンパ球からフェノール…タロロ

7サルム法によ【.)DNA を抽出 し.HI.A---r)RBl.

lDQBlおよび-DPBl遺伝子のアロ多型性 を有する

領域を特異的プライマーで増幅 した.この際 DRBl遺

伝子領域は 7線,DQBl遺伝子領域 は 2線,DPBl遺

伝子領域は 1組のプライマ-を使用 した.増幅 された

DNA をそれぞれの遺伝子領域 に特異的な制限酵素で

切断 し,切断片を12%polyacrylamidegel上で電気

泳動 した.それぞれの型の抗原乳 遺伝子型はその泳動

パターンにより決定 した.

(解説は図を参照).夫婦間の HLA 抗原型の類似性の

有無を判定するためのコントロールとして正常経産婦夫

別刷請求先 : 〒95卜8510 新潟市旭町通 1157

新潟大学医学部産科婦人科学教室 高 桑 好 -
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Genotype;DRBl☆1302

Eg]l P('R-RFIJP法によるfiT｣.へ遺伝 巨軒川

定の一例

本刑は習慣流産症例の一例 (妻)であり DRB

l遺伝子領域の増幅でハプロタイプのひとつとし

て DR3,5,6,8が増幅された.その DNA

を制限酵素 (AvaⅡ,FokI,KpnI,HaeⅢ,

Cfr13I,SfaNI,SacⅡ,BsajI,ApaI,Hph

I)で切断したものである.図の左カラムより順

に上記の制限酵素による切断片の泳動パタ-ンが

示されている.右端は123bpladder(泳動マー

カー)である.泳動パターンより DRBl*1302

(DR13は DR6のサブタイプ)と判定される.

婦29組について HLA 抗原型を判定 した.また,習慣

流産症例において疾患感受性あるいは抵抗性 を示す

HLA 抗原型が存在するか否かのコントロール,として,

新潟地区在住の健常人118名について HLA 抗原型を

判完した.

結果であるが,習慣流産夫婦について共有する抗原型

あるいは遺伝子型の数を検討し,コントロ-ル夫婦 と比

較したが有意の差は観察されなかった.

一方,各々の抗原型の頻度については,HLA-DRB

1*0410が習慣流産症例群においてコントロール群に比

較し,有意に高い頻度で観察された.HLA-DQBlに

ついては習慣流産症例群とコントロール群で有意の差は

観察されなかったものの,DPBlについては DPBl*

桐の頻度が習慣流産症例群において有意に高率であった

(表1).

考 察

自然の同種移植成立例と考えることができる妊率現象

では,母体内でさまざまな免疫反応が生じている.この

355

寮1 習慣流産症例における各 HLA-DPBl遺伝子型保

有率

DPr31 習慣流産症例 コントロール 有意差
遺伝子型 (n-28) (刀 -118)

*0101 0(0.0%) 1(0.8%) n.S,

*0201 8(28.6%) 52(鶴.1%) n.S.

*0202 1(3.6%) 6(5.1%) 孤.S.

*0301 4(14.3%) 8(6.8%) 孤.S.

*0401 5(17.8%) 12日0.2%) n.S.

串0402 9(32,1%) 19(16,1%) ∩.S.

*0501 17(弧7%) 75(63.6%) a.S.

*0601 0(0.0%) 2(1,7%) n,S.

*0801 0(0.0%) 0(0.0%) n.S.

*0901 2(7.ま%) 18(15.3%) n.S.

*1001 0(0.0%) 0(0.0%) m.S.

*1101 0(0.0%) 0(0.0%) n.S,

*1301 3月且7%) 3(2.5%) n.S.

*1401 0(0_0%) 5(乳2%) n.S.

*1501 0(0.0%) 0(0.0%) n.S.

*1601 0(0.0%) 2(1.7%) n.S.

*1701 4(14.3%) 5(4.2%) n.S.

*1801 0(0,0%) 1(0.8%) n.S.

*1901 1(3,6%) 2(1,7%) n.蛋.

普;Odds比 ;2.81,95%Cエ ;1.20-6.54

ことに関連 して母体にとって半同種移植片 (semi-

allc慣Taft)と捉えることのできる妊卵あるいは胎児 .

胎盤系がなぜ免疫的拒絶を免れるかについての研究が進

み,妊娠の免疫的維持機構についてのさまざまな理論が

提唱されている.その中で近年注 目されているものが,

Wegmann らにより提唱された妊娠維持に関する免疫

刺激説 (ⅠmmunotTOphism)である6).これは,母体

免疫系により着床局所で胎児 (父系)抗原の認識が行わ

礼,それに基づき細胞増殖因子,サイトカインなどの産

生が先進し,繊毛組織の増殖が促進され,結果として妊

娠維持に有利に作用するという理論である.教室の青木

らは,各種細胞増殖因子,サイトカインの繊毛細胞増殖

に及ぼす影響を検討し,インシュリン,PDGF (plate-

letderil･edbO.rOWthfactor),GM-CSFLgrallulocyt､p

-maerophage-colonystimulating factor)などが

繊毛細胞の増殖に促進的に作用することを報告 してい

る Tl.
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最近では InTⅠmunotrophism 理論に関連 し.Th2

(2型ヘ ルパー T細胞 :液性免疫を誘導)が ThlL1

塑ヘルパー T細胞 ;細胞性免疫を誘導)に対 し優位に

なることが妊娠の免疫的維持に重要であることが指摘さ

れつつある8)9)

著者らは妊娠の免疫的維持に関与する要因として,症

娠に伴い発現する特異的免疫抑制因子である遮断抗体を

正常妊娠,習慣流産症例などで測定し,さらに後述の習

慣流産に対する免疫療法に際しての動態を検討し,妊娠

維持との関連件を指摘 している1011Il.遮断抗体の測定

系は夫婦間リンパ球混合培養であり,父系抗原に肘する

母体の免疫反応を制御する抗体である.母体の免疫応答

の結果産生される液性因子として捉えた場合 Immuno-

tl･OPhism の理論,Th2/Thlと妊娠 との関連性に関

する群論に合致しているものと考えられる.

このように妊娠が免疫的に維持される場合には一般の

移植免疫とは逆に,母体の胎児 ･胎盤系に対する積極的

な免疫応答が登要であることが指摘されている.これに

射し,自然流産特に反復する自然流産 (習慣流産 :田本

産科婦人科学会の定義では3回以上の自然流産を反復す

ること)の原因のひとつとして,妊娠の免疫的維持機構

の破綻が想定されている.また,治療として未 リンパ球

を開いたいわゆる免疫療法が応周され,その有効性が報

告されている10ト 17)

ヒト主要組織適合抗原系である HLA 抗原系はヒト

の抗原系の中で濠も豊富な多型性を持ち,免疫反応準に

免疫担当細胞の抗原認漁において麗質な役割を果たし

ていることから.各種疾患 との関連性が検討されてい

る18)L慧O).上述のように習慣流産に関しても,免疫的機

序が関与する可能性が強いことから,HLA 抗原糸 との

関連性が検討されてきているが.いまだ結論が得られて

いない14)17)紺-23).帝に HLA タラスⅡ抗原系に関し

ては,従来より行われている血清学的判定法の信頼性の

問題が指摘されており24),DNA タイピングによる検

討の結果が報告されつつある25)-27)

本研究では,クラスⅡ抗原に関し正確な判定が可能で

ある HLA タイピング法のひとつである PCR一RFL

P法を用い検討した.その結果,習慣流産症例夫婦の間

には,正常経産婦夫婦に比較し有意の類似性は認められ

なかった.これに対 し,習慣流産症例でい くつかの

HLA クラスⅡ抗原の型の頻度が有意に高率であった.

このような結果は,習慣流産に関し,疾患感受性を有す

る HLA の型が存在することを示唆するものと判断さ

れる.

今後さらに症例を増やし,検討を進めていく予定であ

る.
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